
　ビジネスとデータサイエンスを結びつけ、イノベーションを創造する人材の育成をめざし、
実践志向のデータサイエンス教育を展開します。
　本学部では、ビジネスとデータサイエンスの両者を体系的に学び、実際の企業などの
「生きたデータ」を用いた実践的なスキルと考動力（自ら考え、行動する力）を養成します。
新時代において、混沌を突破し、リードできる人材を育成します。
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学びの特色

学びの深まり方の一例

多彩に広がる進路

新たな価値を創造する
データサイエンティストを育成。

文理の枠にとらわれないきめ細やかな教育
少人数の手厚い初年次教育（ゼミなど）でビジネスとデータサイエンス双方の基礎知識を習得

専門性を深める高度な教育環境
実務家を含めた国内屈指の経験豊かな教員陣による実践志向の専門教育

実社会とつながったリアルな学び
企業との連携による実データを活用した実践的な学修や産学連携プログラムへの参画

主体的な学びを促すアクティブラーニング科目

ビジネスとデータサイエンスの力で
 イノベーションを創造するリーダーへ。

ビジネスとデータサイエンスの融合による課題発見・解決能力を身に付ける実践的学修

あらゆる業界で活用される
「データサイエンス」

ビジネス系科目
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経営学の基礎を幅広く学ぶ授業です。
企業活動や組織の基本、戦略、マネジメ
ント、デジタル・マーケティング、アントレ
プレナーシップなどについて学びます。

ビジネスの仕組みを知る「経営入門」
人工知能（AI）の基本とその歴史、要素技術、そ
して応用分野を学びます。画像認識や数値予
測、対話システム、推薦システムなど、AIの活用
例を通じて、AIが何をできるのかを理解します。
これにより、AIの発展と技術の概要、そしてそれ
らの応用についての基礎知識を習得します。

AIの仕組みと活用法を知る「AI基礎」

ビジネスデータの分析に必要な統計学
の基礎を学びます。データ収集から結論
を導き出すまでの流れを実際のデータ
を使って理解し、サンプリング手法やデ
ータの分布について学びます。データ分
析の基礎を学び、因果関係や正確な結
論の導き方を考察します。

データのおもしろさに触れる「経営統計」
ITを使ったサービスの仕組みと利用方
法を学びます。世界規模のITサービスの
会社をケーススタディとして分析し、グル
ープワークでITを活用した仕事やビジネ
スモデルを多角的に考察します。さらに、
AIを含む進化したITサービスについても
学びます。

現代の企業経営はデータに基づいた意思決定が当然のように
行われているため、経営企画やマーケティング戦略などの部署
での活躍が期待されます。また、データ活用のスキルを生かし
て起業を行うケースも増えています。

社会のさまざまな産業ですでに活用されているデータサ
イエンス。業務の生産性を上げ、新たなビジネスを生み出
すことが期待されています。しかし、経済産業省は、「日本
では2030年にIT人材が79万人不足する」という予測を
発表していて、データサイエンスの知識とスキルを備えた
人材のニーズはますます高まるでしょう。
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データから課題を読み解き
社会で即戦力となる人材育成を

鷲尾 隆
ビジネスデータサイエンス
学部長（就任予定）

TAKASHI WASHIO

学部名に“ビジネス”という言葉がつくように、
社会の課題に対してデータを活用し、解決で
きる力を身に付け、即戦力となる人材を育て
たいと考えています。社会で活躍するにはデー
タを解析するだけでなく、他者と協働し、答え
を導き出す力も欠かせません。
これらを育むため、１年次からアクティブラー
ニングを中心としたカリキュラムを用意してい
ます。実践的なカリキュラムを通して、社会を
けん引するような人材を生みだしていきます。

ITサービスのビジネスモデルを知る「サービスマネジメント」

データサイエンス系科目
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データサイエンスの知識をビジネス現場で実践するための科目です。実際の企業データを
使いながら、データの処理方法やプログラミング（Python）の基礎的なスキルを習得します。
また、それらのスキルを活用しつつ、チームで協働してデータ分析やビジネスプランの立案に
取り組み、実践力を身に付けます。
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アクティブラーニング系科目

楽しくデータサイエンスを
知ることができるサイトをCheck！

マーケティングアナリス
ト、データサイエンティ
スト、政策・戦略立案者、
アントレプレナー 等

想定される職種
IT産業、メディア、製造業、
金融業、シンクタンク、
コンサルティング会社、
ベンチャー企業、教育・
研究者 等

想定される業界

ビジネスデータサイエンス学部の
卒業生を採用したいと思いますか

効率的な配達ルート
を見つけ出す！

効率のいい告知で
イベントの参加者数アップ！

作りすぎによる食品
廃棄ロスを削減！

（回答企業1,146社）

【企業アンケートより】

ビジネスの理解とデータサイエンスの知識・スキルを高めた上で、より実践的・専門的な内容に取り組む

ビジネス現場の最前線で活躍する「ビジネスデータサイエンティスト」へ

アクティブラーニング

理論と実践の循環
身につけた知識や
スキルをもとに
実践にチャレンジ

ビジネス
からのアプローチ

データサイエンス
からのアプローチ

実践で不足を
感じた知識や
スキルを授業で学修

企業と連携してチームで課題解決

● マーケティング　● 起業家精神
● 会計　● マネジメント 等

学べる内容の一例

● AI　● ビッグデータ
● 統計　● プログラミング 等

学べる内容の一例+
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物流業 エンターテインメント業 飲食業

88.6%
（1,015社）

「思う」

チームでアイデアを出し合い課題に挑戦する

「ビジネスアクティブラーニング 1・2」


